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 注目を集める「給与前払いサービス」 
そのメリットと注意すべきポイントと

は？ 
 

 働いた分だけすぐ現金が受け取れる「給与前

払い」がトレンドとなりつつある。人材派遣を

手がけるツクイスタッフが、給与前払いサービ

ス「キュリカ」の導入を開始。「キュリカ」は、

人材派遣大手のヒューマントラストが2016年に

スタートし、昨年10月時点で11万人が利用して

いる。八千代銀行と東京都民銀行、新銀行東京

の3行合併で昨年発足し、東京都内では最大級の

地銀となったきらぼし銀行も「前給」と銘打っ

た給与前払いサービスを展開。導入企業は700社

を超えた。 

 背景にあるのは、深刻な人手不足と、労働者

の4割近くまで膨れ上がっている非正規雇用の

増加。賃金が上がらずやりくりが厳しい人にと

っては、必要なときに「給与」が引き出せるの

が魅力的であり、企業側にとっては有効な引き

留め策になるというわけだ。実際、この制度を

導入して離職率が半減した大手飲食チェーンも

あり、前述のツクイスタッフも同様の効果を狙

ったのだろう。 

 しかし、給与前払いサービスの多くは、従業

員側に手数料を課す。その額は、良心的とされ

る「キュリカ」で原則432円。対価がかかるのは

当然だが、従業員の給与が目減りしていくため、

長い目で見ればQOL向上につながらないことは

明白で、本質的な意味での福利厚生にはならな

い。今後、人口減少スピードがさらに加速する

ことを踏まえると、企業が生き残るためには人

材の質向上が不可欠。長期的な視点に立てば、

「給与前払い」は諸刃の剣と言えるかもしれな

い。 

 

 

タクシーチケットの税務処理に注意 
求められる利用実態に応じた処理 
 

ビジネスシーンでタクシーを利用する際に使

われるのがタクシーチケット。タクシー料金をそ

の都度現金で支払うのでは領収書も毎回もらい

処理する必要があるので手間がかかる。タクシー

チケットを利用して後日一括支払いであれば領

収書の扱いや経理処理も簡単。タクシーチケット

のメリットは精算がとても簡単になるという一

点につきる。 

ところで、このタクシーチケットの使用料金の

税務処理には注意が必要である。一般的に、企業

は、契約したタクシー会社が１月ごとに発行する

請求書に基づき料金を支払っているが、その料金

を一括して旅費・交通費等として損金に算入する

ような処理は、税務上認められない。タクシーの

利用料金は、支払がタクシーチケットか現金かに

かかわらず、その利用実態に応じた処理が求め

られる。 

例えば、取引先などを接待した際に、自宅に

送り届けるためにタクシーを使ったのであれ

ば、その料金は交際費ということになる。 

こうしたタクシーチケットの利用内容まで税

務当局にはいちいち分からないだろうと考える

向きもあるようだが、乗車日時や乗車経路まで

分かるシステムとなっており、ネオン街から乗

車したものを交際費ではないと言い張っても認

めてはくれないだろう。税務処理は注意が必要

な所以だ。 

なお、タクシーチケットの精算日と期末日が

ずれているようなときでも、支払ベースで処理

してもいいこととされている。 

 


